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序

県東部・富山平野のほぼ中央に位置し、おいしい水と豊かな緑に恵まれた舟橋村は、昔から水

量豊かな河川も有 り、舟の運行も盛んで、仏生寺城のタト堀に利用された京坪川や中級河川の白岩

川は、旧中新川郡で米俵の積み出し等の中心的役割を果たし、また、扇状地として広がつた平野

は大変肥沃で農業に適していたため、太古より大きな集落が存在 し、人が沢山住み着いていたよ

っである。

近年、全国で市町村合併が進む中、舟橋村が平成18年 3月 に北陸三県では唯―の村に、また自

治体総面積3.47kだ は全国最小 となった。しかし、交通の利便性や宅地開発の振興により、人口は

増加傾向が続いており、今なお近隣市町のベットタウンとしても発展している。

今回の調査は、東芦原西角堂地内における格納庫及び宅地造成に先立って施工した、当該地区

の東芦原西角堂遺跡における発掘報告である。この調査では縄文時代の土器、古代の須恵器、中

世の陶磁器や土師器、木製品等が発掘された。

これらは、この地域に住み着いた人々の集落群と考えられ、出土品は村の歴史を知る上で貴重

な資料となった。

おわりに、調査実施及び報告書刊行に当たり、富山県埋蔵文化財センターを始め関係各位にご

援助・ご協力をいただきました。

哀心より感謝申し上げます。

平成21年 3月 31日

舟橋村教育委員会

教育長 塩 原 勝



例  言

1 本書は、平成20年度に行なった株式会社森崎工業による格納庫・宅地造成建設事業に伴う東芦原西角堂遺跡の発

掘調査報告である。

2 発掘調査の所在地は、中新川郡舟橋村東芦原35-1番地である。

3 調査事務局は舟橋村教育委員会内に置き、喜田義樹主事が担当し、教育長塩原勝が総括した。

4 発掘調査及び報告書作成は、株式会社森崎工業の委託を受け、舟橋村教育委員会が主体となり、富山県埋蔵文化

財センター指導の元に、株式会社アーキジオ (調査担当上野章)が実施した。

5 発掘調査期間は平成20年12月 10日 ～平成20年 12月 26日 である。

6 遺物の整理・報告書作成業務は、平成21年 1月 16日 から同年 3月 31日 までの期間、株式会社アーキジオが行った。

7 発掘調査及び整理作業に伴う経費は、すべて株式会社森崎工業が負担した。

8 調査等参加者

(現地作業)

多鍋清・山崎行光 。佐渡早津江・野越数雄 。相原峰子・井澤靖夫・高瀬邦引・中田昭男・砂原憲彦・中村宗和・

西内勇・鏡武夫・笠原晃 。関根一貴・竹内賢誠 。西川精・船木藤夫・福井康夫・皓川正美・荒井美子・鈴木清

枝・安藤朱美

(室内作業)

真田恭子・新保利恵・高橋英吏子・畑シノブ・水巻麻里・渡辺加世子・佐野睦美 。宮口美香 。新田三喜子・

橋真理子

9 出土品及び発掘調査・整理作業に伴う測量図・実測図面、写真等の記録類は富山県埋蔵文化財センターで保管し

ている。

凡  例

1 本書で使用した方位は真北である。また標高は海抜高である。

2 座標は国土座標 (世界測地系)を基に、X=7723.92、 Y=12023.45を それぞれXO、 YOの基準点とし、ここか

ら10mを大区画とし2mごとの小調査区を設定した。

3 土色の説明・表記については、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版 標準土色帖』 (2004年版)に よ

る。

4 出土遺物の時期に、富山県埋蔵文化財センター酒井重洋氏に教示を得たことに深く感謝する。

5 遺構は調査中に通し番号を付したものを使用した。遺構種別略号は掘立柱建物跡を〔SB〕、土坑・穴を〔SK〕、

溝を 〔SD〕 を、不明遺構を 〔SX〕、柱穴を 〔P〕 と表記した。

6 調査区は、上記2の国土座標X軸、Y軸のそれぞれ下3桁を用い表示した (例 :X=77284→ X284、 Y=12024
→ Y024)。
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第 1章 位置と環境

東芦原西角堂遺跡は舟橋村東芦原に所在する。舟橋村は富山県のほぼ中央に位置し、全国1,800余 りの自治の中で

も、日本一小さな村として知られている。面積3.47kr、 現在は人口約3,000人 に迫まる勢いで増加している。村の東西

最大幅は約2.5kmあ り、南北最大の長さは3.8km、 標高約10～ 25mを測る沖積平野の扇状地上に存在し、周辺に水田が

広がつている。舟橋村の北側から北西側は富山市に接し、南側を立山町、北東側で上市町にそれぞれ接する。

舟橋村の北東恨1には白岩川が流れ、常願寺川の扇状地である。明治43年の地図では白岩川は幾度となく大きく蛇行

し、古代の村々も流路の変更により大きな影響を受けていたものと思われる。扇状地端部では遺跡の密度が極めて高

い。この地域に遺跡が進出する時期は、これまでの発掘調査結果から縄文時代後期から晩期であり、弥生時代に遺跡

数の増加と規模が拡大し開発が進む。その後、古墳時代、古代、中近世と断続しながら広い範囲にわたつて遺跡が形

成されている。

当遺跡は、富山平野を流れる白岩川の南側1 5kmに位置し、白岩川の支流細川及び京坪川の段丘上にあり、標高は

約13.5mの 水田に立地している。ほ場整備前はかなり樹枝状に小河川が入り組んだ地形をなしていたと思われる。ほ

場整備が完了した現在は大区画の水田となっていて、旧地形を留めた微地形は窺えない。遺跡の周囲には、民家や近

年建てられた団地などが北・東側にある。

舟橋村の南側標高約35mか ら北側標高約10mま での遺跡分布密度は、周辺の地区に比べて高い。

1.東芦原西角堂遺跡 2.浦田遺跡
8.塚越 I遺跡 9.清水堂B遺跡

3.仏生寺城跡 4.東芦原遺跡 5.小平遺跡 6.竹内東芦原遺跡 7.横沢 I遺跡

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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東芦原西角堂遺跡の東方1.3kmに は浦田遺跡があり、遺跡は立山町にも広がつている。団地造成に先立ち平成 9～

11年度にかけ調査されている。主な遺物は、弥生時代中期であり、河跡から遺物が多く埋蔵し中でも河道から多く出

土している。この他の遺構では弥生時代後期末頃の井堰や古代の住居跡、中世前期の方形溝に囲まれた建物群などが

検出されている『高梨ほか2000』 。北方1,2kmに 1ま仏生寺城跡が存在し、遺跡からは古墳時代初め頃とされる2棟の住

居跡があるほかに、15世紀前半以降の時期にあたる築城時の遺物や、城の最盛期に当たる15世紀代の遺構・遺物が検

出されている F高梨ほか2001』 。同書に掲載された高岡徹氏による城跡の復元図では、南北200mの主郭と副郭が堀を

挟んで配置されている。また、北方0.35mに は竹内東芦原遺跡が位置し、河川環境整備事業に伴う平成10～ 12年度調

査では、縄文時代後期の遺物、弥生時代後期～古墳時代前期の住居跡・建物跡等と共に、弥生時代の土器や玉作り関

連遺物、炭化した米拠が数イ固出土している。古墳時代の篭付きの住居跡から土師器と共に円筒形土器の検出があった。

また、当遺跡西側隣接地の東芦原遺跡では宅地造成に伴い平成16・ 18年度調査において、古墳前期の遺物と中世後

半の集落跡が発掘され、掘立柱建物跡・井戸・土坑などが検出されている『前原ほか2005、 2007』。

第 2章 調査に至る経過

第1節 分布調査
河川と扇状地が村域を占める舟橋村内には多くの遺跡が存在し、これまで開発に先立って遺跡調査が行われてきた。

平成20年度秋には、東芦原字西角堂地内において格納庫及び宅地造成の計画がなされた。業者から舟橋村教育委員

会に遺跡の有無の問い合わせがあり、村教育委員会では埋蔵文化財の専門職担当職員が不在のために、遺跡有無の確

認調査を富山県埋蔵文化財センターに依頼した。これを受けて富山県埋蔵文化財センターでは、10月 15日 に対象地の

水田・畑地の分布調査を実施した。その結果、弥生時代、古墳時代、古代～中近世にかけての遺物が採集され、今後

の開発にあたり事前に保護措置が必要であるとの見解にいたった。

第 2節 試掘調査 の概 要
試掘調査は、舟橋村教育委員会が富山県埋蔵文化財センターの調査員の派遣を得て、平成20年 11月 17日 ～11月 18日

の二日間行なった。調査対象面積2,955ぽに重機を利用した試掘溝 (ト レンチ幅約0。7m)を東西方向に任意に6本 を

S‐ 1/1500■■■■日本調査対象地

H⌒  6 試掘区と遺構
宅地

第 2図 試掘調査と本調査の位置
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設け、遺構・遺物の遺存状況を確認した。試掘面積は144ドである。

試掘調査の対象地は、ほ場整備が完了した水田であり、耕作土が約20cm程の厚さで、その下に盛土が20cm、 更に下

に黒褐色の遺物包含層が全域にわたり厚さ10～ 20cmで確認できる。調査区の中央には南北方向に向かって旧河川跡

(幅約10m、 深さ不明)がみられるとの内容であつた。また、古代または中世の溝 4、 柱穴 7、 土坑 4、 井戸 1な ど

が検出されている。

第 3節 試掘調査の出土遺物 (第 3図 )
6本の試掘溝から出土した土器の時期は、縄文時代以降、中近世までにわたつており、各時期のものが断続的に存

在する。

1～ 4は、縄文を施文した土器で文様部分がなく時期は不明である。5～ 11は、弥生時代後期末頃の土器で、5は

「く」の字形に外反する甕口縁部に当たり、 6。 10は壼の複合回縁部の破片である。7は、高杯の柱状部片で外面を
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箆磨きする。 9は高杯脚部の裾にあたり、 8は外面を赤彩した壼の台付き部である。11は外面を刷毛目調整して、内

面を箆肖Uり した奏体部片である。13・ 27は古代の須恵器重片であるが、器形・時期が不明である。12は小破片で中世

の珠洲壺の口縁部であろうか。14～ 17は 中世の珠洲重体部で、外面に細かい平行叩き痕と合わせ、内面に無文の円形

あて具痕が残る。

18～ 21が土師質の皿である。19。 20の口縁部内外面にタール状の油痕が付着し、灯明皿として利用されている。20

は内面底部から体部にかけ屈曲する部分に 1本の線が巡る。19は 口縁部のみであり、21は平底の皿であり、日縁部か

ら体部にかけ 1条の段を有しており14～ 15世紀に属する。

23は瀬戸美濃の碗底部で内面に黒褐色釉がかかっている。301ま 15世紀の瀬戸美濃の灰釉おろし皿である。

表 1 試掘調査出土土器一覧

第 3章 調査の概要

第1節 調査の方法
協議の結果、本調査は取り付道路部分約600♂ を対象とし、富山県埋蔵文化センター調査員立会のもと重機による

表土掘削を西端から東側に向けて行ない、十日河チ‖跡では数cm単位で徐々に掘り下げ遺物の出土がないか確認しながら、

下層部の黒色土近くまで掘り下げた。表上の排土に伴う遺物は、ほ場整備時の削平もあり下層黒色土からの出土は極

めて少なかった。

表土除去後調査区に、国土座標 (世界測地系)に基づき基準杭を東西10m間 隔に、横幅 6mの調査区両側に基準杭

を打ち、調査区の西側隅がX軸・Y軸の基点「 0」 となるようにした。 2m四方を 1単位とするグリッドをもとに南

北をX軸 1～ 3区、東西をY軸48区を設定した。遺構検出を行なった後に遺構概略図を作成し、順次遺構番号を付け

た。遺構検出時には写真撮影を行ない、その後にセクションベルトを設け遺構の掘削を行なった。本書では凡例に記

したように、座標をX・ Y軸の下 3桁で表示していく。

調査の工程はまず、旧河川跡が横切るY055付近から遺物の有無を見ながら掘 り下げを行なったが、新たにまとま

った遺物の出土はなく、黒褐色の下層には葦やヨン類の植物腐植層が 5～ 10cmの厚さで河川跡全体に堆積し、この腐

植土層には全く遺物の混入がなく下層は礫層に達した。最も深い所はY058周辺が表土から河底まで約1,7mに 達した。

河跡両側は緩やかな勾配で河床にいたる。河の上端幅が26mで、下端幅が19mと 調区全体の約 1/4を 占めている。

遺構の密度は、西側は溝 S D25の 1条のみと希薄であり、逆に東側に向かう程濃密で、掘立柱跡数の分布も現在の河

の側道や東の団地側にまで広がって集落が存在していたと想定できる。

No トレンチ 西から 種 類 時 代 No トレンチ 西から 種 類 時 期 No トレンチ 画から 種 類 時 期
1 2ト レ 30m 縄文土器 縄文 6ト レ 25rn 須恵器壺 古代 6ト レ 331n 越中瀬戸 18C

2 5ト レ 7m 縄文土器 縄文 5ト レ 17rn 珠洲・壷 中世 1ト レ 4m 京焼 近代

3 6ト レ 10m 縄文土器 縄文 2ト レ 30rn 珠洲・壷 中世 6ト レ 25rn 須恵器 古代

4 5ト レ 7m 縄文土器 縄文 採取 珠洲・壷 中世 6ト レ 161n 越中瀬戸 18C

5 2ト レ lm 甕 弥生末 4ト レ 22m 珠洲,壺 中世 採取 越中瀬戸 18C

6 1ト レ 17m 一霊 弥生末 6ト レ 40m 土師質皿 15C 4ト レ 3m 瀬戸美濃 15C

7 1ト レ 4m 高杯 弥生末 2ト レ 30rn 土師質皿 14C後半 採取 越中瀬戸 18C

8 2ト レ 251n 台付壷 弥生末 5ト レ 4m 土師質皿 15C 採取 磁器・碗 19C～

9 2ト レ 32m 高杯 弥生末 6ト レ 23rn 土師質皿 15C 4ト レ 9m 磁器・碗 19C～

5ト レ 41m 霊 弥生末 6ト レ 24ィn 土師質皿 15C 2ト レ 32rn 磁器・碗 19C～

5ト レ 甕 弥生末 採取 瀬戸美濃 近世

採集 珠洲 中世 6ト レ lrn 越中瀬戸 近世
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第 4図 遺構全体図と断面図 (s=1/250)
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作業工程は以下のとおりである。基準抗に沿った lm方眼 (水糸張りによる)を作成して手測量による 1/20発掘

区及び遺構平面図の作成、平面図へのレベル表記を行ない、 S K04・ 23では 1/10の木製品出土状況図の作成、レベ

ル記録と番号付けを行ない、木製品を取り上げた。記録作成後に水糸と釘の回収、発掘機材を徹去し調査を終了した。

第 2節 各遺構の概要
今回の調査で検出した遺構は、中世の遺物の検出できた土坑、遺物の伴わない近世の遺構がある。遺構の種類は掘

立柱建物跡 2棟、土坑21、 溝 3条、柱穴】た11ヽピット群である。この内、遺物を伴う遺構は、土坑内からの出土が 7箇

所と少なく、多くの遺構は遺物が共伴しないために明確な時期がはつきりしないが、遺構の覆上の類似性や包含層の

遺物や周辺の採集品から中世に所属すると推定される。

遺物包含層は表土下に近世や中世の遺物が若千点在し、旧河川でも西側肩部から河への傾斜部上層から16世紀の越

中瀬戸皿 1点の出上があり、河への傾斜面から10cm余 り上層の黒色土層中より、 2箇所約8.4m隔 てて別々に縄文時

代晩期の上器 (第 8図 35。 36)が出土した。周辺にまったく他の遺物は存在しない。

以下、各遺構の説明を行なう (表 2～ 4参照)。

(1)掘立柱建物 (第 5図 )

建物は2棟があり、柱穴群は調査区の東端側に多く存在し、何回かの建て替えと調査区外にも広がっていて、遺跡

の中心に建物群があったことがわかる。柱穴の大きさは直径約0.3m、 深さは最も深いもので0.3m、 平均0.15～ 0,2m

である。

ロ
々
'E.

∞

一
ω
さ
３

Pl
l黒褐色土 (10YR3/2)  粘質土 わずかに地山土混ざる
2灰黄褐色■(10YR4/2) 粘質土 黒褐色上少し混ざる

P3
1黒褐色土(10YR3/2)  粘質土 地山主多く混ざる
2にぷい黄褐色土 (10YR5/3)地 山上に暗褐色土少し混ざる

1灰黄褐色土(10YR4/2) 地山上多く混ざる
2灰黄褐色土(10YR5/2) 他の上の混ざりなし
3灰黄褐色上(10YR5/2) 地山土多く混ざる

PS
i黒褐色土(10YR3/2)  砂質上
2にぶい黄褐色土 (10YRS/3)粘 質土

0                                            3m

S=1/60

第 5図 掘立柱建物S B01・ 02平面図と断面図 (s=1お0)
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S B01(第 5図 )

Yl14～ 118の建物群東端に存在する2間 ×2間の東西棟の建物であり、床面積16.34だ で、真北に対 し80度東に振

れている。床中央にも柱穴があり総柱建物である。柱間寸法は桁行が2.15m間隔で、梁行は1.9m間 隔である。柱穴の

掘り方は0.2m余 りと丸いもので、深さが0,15～ 0.2mで ある。柱痕は残っていない。柱穴断面の土層の相違から柱は

直径0,15mほ どと想定される。柱穴からの遺物の出土はない。

S B02(第 5図 )

S B01の西側 3m隔てたY108～ 111に建てられており、1間 × 1間の東西棟の建物である。桁行方向は真北に対し、

84度東に振れる。柱間は桁行・梁行ともに1,9mの 規模であり、北東隅側に幅03mで、長さ1.lmの張出し部を付けて

おり、床面積は約4.0♂である。柱穴は直径0.2mほ どで、深さが0.15mで あり、遺物の出土はない。柱穴断面から柱

の太さは0。15m程 とみられる。

(2)土  坑 (第 6・ 7図 )

土坑の種類には、平面形が円形で断面が円筒形の直径約0.6m、 深さ0.6～ 0.8m(S K06・ 08・ 14・ 23)や、平面形

が楕円形または不定形な幅・長さが約0.5～ 0.8mで深さが浅い (S K10・ 21)、 幅・長さが08～ 10mほ どで深さが約

0.2mと 浅いもの (S K15'18・ 20)、 同様な形で幅・長さが1.5mで深さが0,1～ 0.2mと 浅く、底面が平皿状であるも

の (S K03・ 13)、 幅・長さ2～ 3mほ どで楕円形の浅い (S Kll・ 12・ 19)な どがあり、遺構の使用目的ははっき

りしない。

S K03(第 6図 )

調査区の北東隅Y l17に存在し、幅1.5mで底面は皿状で浅く、長さも1.5mあ り北側は調査区外へのび不明である。

出土遺物はない。覆土上層に黒掲色土が厚く、下層に黒色土が薄くあり、深さは最深部で0.22mである。

S K04(第 6図 )

Y l15にある。 S K03の西側0.4m隔てた位置にあり、S K03と 同じ方向に掘り込まれた遺構である。長さ1.lm、 幅

0,9mの規模で平面形が隅九方形となる。深さは土坑周りが0,7mあ り、中央では078mと深くなる。北西角には後か

ら掘り込まれた柱穴が存在する。 1～ 3・ 5層 は黒色土層で遺物を殆ど含まない層である。 7層 ～ 9層 (厚 さ0.5m)

にかけて焼けた状態で多数の木製品が底面まで坦まり、土坑下半部に検出できた。しかし、周壁には焼成した痕跡が

まったくなく、他の場所で焼かれた木製品や炭化物がこの上坑の使用後にまとめて投げ入れられている。土器は土師

質皿と白磁の各 2点 と少なく、白磁 (第 8図58)は土坑最下面の中央近くから半分に欠けた状態で出土した。

土坑周囲の地層はS K05と 同様の堆積である。

S K05(第 6図 )

Y l12にある。方形で長さが2.2m、 幅が2.Omあ り、深さ1.Omほ どの大きな土坑である。上層約0,2mは地山土と黄

橙色土との混合した土であり、 3層 には黒褐土が入り、中より0.2～ 0.25mの割竹が 3本見つかった。 5・ 6層 は粘質

土であり、 6層 から珠洲甕片 (第 8図47)と 箸状木製品 2本 (第 11図 )が出土している。

この下層は黒褐色・黒色土が他の遺構同様に存在し、上層は異なっていることから撹乱を受けた土の混入があるか

もしれない。東西方向の底面は「U」 字状となる。遺構の周りの地層は0.6m以下が砂層になっていて水の浸透があ

る。

S K06(第 7図 )

Y l14南端にある。調査区内では0.2m検出し、幅が06mで深さが0,9mで 円筒形の断面である。覆土の上層0.3m余

りが黒褐色土であり中に少し地山土粒を含む。その下層が主に黒褐色土に覆われている。
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1褐灰色砂質土 (10YIt4/1)
2黒褐色土(10YR3/1)
3黒褐色土(10YR3/分  少し粘性混ざる
4灰黄褐色土(10YR4/2)地 山の明黄褐色

砂質土少し混ぎる

5黒色土(10YR1 7/1)少 し粘性あり
6黒褐色土(10YR2/2)地山の白灰砂粒と

少し混ざる

7にぶい黄橙色士(10YR7/3)地 山に近い土

∬

／

禁

ド

A

1黒褐色土(10YR2/2)
2黒褐色土(10YR3/1)
3黒褐色土(10YR3/2)
4灰白色土(10YR3/2)
5黒褐色土(10YR3/2)
6灰黄褐色土(10YR6/2)
7灰黄褐色土(10YR4/2)
8黒褐色■(10YR3/1)
9累色■ (10Yミ 17/1)

砂質土 硬くしまる

砂質± 2～3c n大の費褐色土混ざる

砂質土 よこしま状に少し入る

砂質土 混ざりなし

粘質土 混ざり
灰黄色土 よこしま状に黒褐色士と5層 の上が入る

灰白土と暗褐色粘土との混ざり

粘質土 混ざりなし

粘質土 混ざりなし

にぶい黄褐色土(10YR5/3)
浅黄橙色土(10YR8/3)
黒褐色土(10YR3/2)
灰黄褐色土(10YR5/2)
黒褐色土(10YR2/2)
暗褐色土(10YR3/3)
浅黄橙色土(10YR3/3)
黒傷色■(10YR3/1)
黒色土(10YRν l)

砂質土 酸化鉄しみ状に入る

砂質土 大きなブロックで入る

粘質土 灰自色砂質上混ざる

砂質土 少し他の上混ざる

粘質土 少し砂質土混ざる

粘質土 他の上混ざりなし

粘質土 プロックで入る

砂質土 黒色土混ざる

粘質上 粘りあり
砂質土 暗褐色粘土少し混ぎる

1黒褐色土(10YR2/2)砂 礫土 硬くしまる
2黒色土(10YR2/1)砂 質土 凝くしまる黄褐色土粒状に混ざる

1黒色上(10YRl,7/1)砂質土 混ざりなし
2褐灰色土(10YR4/1)砂 質± 2～ 3ω大の

灰自色土粒混ざる

3黒褐色土(10YR3/1)砂 質土
4黒褐色土(10YR3/2)5cu大の地山土入る

第 6図 遺構平面図と断面図

10にぶい黄橙色土(10YR7/4)

a浅黄橙粘質土(10YR3/4)
bにぶい赤褐土(5YR5/4)
c浅黄橙色■(10YR3/4)
d砂目あらい砂質
e灰白色砂質土(10YR8/1)砂 目細かい

B'

一

／Z
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⊥

A
13211m

1褐灰色土(10YR4/1)粘 性あり
地山■粒を少し混ざる

2黒褐色土(10YR3/1)粘 質■
わずかに地山士含む

3黒褐色土(10YR3/2)粘 質土
地山土粒を多く含む

1黒褐色土(10YR2/2)
少し地山砂質土混ぎる

2にぶい黄橙色土(10YR6/4)
少し黒褐色土混ざる

3黒色土 (10YR1 7/1)
混ざりなし 砂質シルト

本
A

C C'

132猪

1褐灰色土(10YR4/1)
地山土粒少し混ざる粘性あり

2黒褐色土(10YR3/1)粘 質土
わずかに地山土合t「

3黒褐色土(10YR3/2)粘 質土
地山土粒を多く含む

げ

B'

1黒褐色土 (10YR3/2)   砂質土混ざりなし
2にぶい責澄色士 (10YR6/4)少 し黒褐色土混ざる

1黒色土(10YR17/1)
混ざりなし

2黒褐色土(10YR3/2)
砂質土混ざりなし

3黒褐色土(10YR2/2)
砂質土混ざりなし

I褐灰色土 (10YR5/1)  しまりやわらかい(耕作土)
Ⅱにぶい黄褐色土(10YR7/4)し まり硬い
皿黒褐色土(10YR3/1)  少し鉄分を含む
1にぶい黄栓土(10YR7/3)砂 質土
2黒色土(10YR2/1)   砂質土

1黒色土(10YR17/1)   混ざりなし砂質■
2にぶい黄橙色土(10YR7/3)地 山砂質土に少し酸化鉄分を含む

D      D'内
畔
1黒褐色土(10YR3/1)砂 質土

地山土少し混さち
2黒褐色土(10YR2/2)砂 質■

わずかに地山■混ざる
3黒褐色土(10YR3/2)砂 質土

1黒褐色土 (10YR2/2)  粘性あり
2にぶい黄橙色土(10YR6/3)少 し黒色土混ぎる

1灰黄褐色土(10YR6/2)し まりやわらか 表土層に近い
2灰黄褐色土(10YR5/2)砂 質上酸化鉄分少し入る
3黒褐色土(10YR3/1)酸化鉄分少し入る 4層 と同様粘性少しあり
4黒褐色土(10YR3/2)砂質土 酸化鉄分で茶味おびる
5黒褐色土(10YR3/1) シルト層 粘性少しあり
6黒色土(10YR1 7/1) 粘性強い

9    1早     仰

わず力ヽ こ地山砂粒少し混ざる
4黒褐色土(10YR3/2)砂 質土

地山上も層多い
5暗褐色土(10YR3/3)粘 質■
わずかに地山責褐色土混ざる

第 7図 遺構平面図と断面図

混ざりなし砂質■

c三三璽И互三 c,
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S K07(第 7図 )

Y l15にある。 S K06に東側に隣接し存在する。調査区内では幅0.3mを検出し、覆土は地山上の責褐色土と灰褐色

土と鉄分の混ざる土で、深さ0.3mであり、他の遺構の土と異なり時期が更に下るものとみられる。出土遺物はない。

S K08(第 6図 )

Y lllにある。直径が約0.8mの断面が円筒形の土坑で、深さ0.66mである。 2層以下は主に黒褐色土であり、 3層

中で珠洲と箸状木製品数本の出土を確認している。

S K10

Y106に ある土坑であり、平面は精円形である。覆土は黒褐色で、長さが0,75m、 幅は0.58mあ り、深さが0,06mと

浅く掘り込む。出土遺物はない。

S Kll

Y096～ 098に ある。 S Kll・ 18・ 19。 20は試掘溝を囲んで東西75m、 南北 2mの間にまとまって存在し、平面形

も不定形である。掘り方も深さ022mと 浅く土坑の掘られた性格がはつきりしないが、風倒木痕の可能性も考えられ

る。土坑の長さは1.4～2.Omで、幅は0.5～ 1.Om余 りで先の範囲に集中している。なお、 S K20の土坑の上面から越中

瀬戸皿 1個が出土しており、他の土坑からの遺物の出土がなく、一連の遺構とすれば皿の年代が17世紀前半頃であり、

近い時期が考えられる。

S K12(第 7図 )

Y103にある。平面が楕円形で長さが2.5m、 幅が0,8m程で深さ0,lmと 浅い平坦な底の土坑である。覆土は、 1層

が黒褐色±0.lm、 2層 に地山土がわずかに入る。出土遺物はない。

S K13(第 7図 )

Yl10にある。深さ0。 lmの浅い皿状の底面で長さと幅が約1.2mの大きさである。上層に黒褐色上が水平に堆積し、

その下層には地山土の混ざる土層であり、出土遺物はない。

S K14(第 6図 )

Y l15にある。直径が0.57m、 深さが0.42mの土坑である。上層の厚さ0。 lmが黒色土であり、その下層に掲灰色土

さらに底面にかけ黒褐色上が堆積しているが、出土遺物はない。

S K15

Y103にある。大きさが0.6× 0.55mと 小さく、深さ0.14mと 浅い。上部のみに黒褐色土が薄くかぶり、下に黄橙色

土で覆われる。出土遺物はない。

S K16

Y107～ 111にある。長さが1.5m余 りで、幅1.lmの 不定形な平面をなし、深さ0.22～0.28mの細長い土坑である。覆

土は黒色土で、出土遺物はない。

S K17(第 7図 )

Y103～ 104南端にあり調査区外に広がる。長さが2.5mで幅が調査区内で0.65皿 と楕円形の平面になると思われる。

深さが0.52mあ り、 6層 に区分される。上部 2層 は灰黄褐色土、下層の 4層 は黒褐色上がほぼ水平に埋まっていたが

出土遺物はない。

S K18

Y099にある。長さが1.4mで、幅は試掘溝で分断されているため推定0.9mで楕円形になると見られる。深さは0.28

mで、下層は0.08mの地山土との混土層となる。出土遺物はない。

S K19

Y096にあり、長さが1.9mで幅0.6mの平面が不定形である。深さは0.16mと 浅く遺物の出土はない。土層は北側に
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黄橙色土があり、南側に暗褐色土・褐灰色土となり、下層は黒褐色土と細かく分かれ、風倒木痕のような土層の逆変

化がある。

S K20(第 7図 )

Y093にあり、長さ1.2m程で試掘溝によつて削除を受けており、0.7mが残るが推定 lm程 と思われる。深さは0.22

mあ り、上層の0.04mは黒褐色土で下層には地山土との混合土が入る。土坑の西寄り上面には越中瀬戸の皿 1個 (第

8図62)が出土した。

S K21

Y106に あり、小円形で0.6× 0.55mの大きさで、深さ0.lmと 浅く黒褐色土で埋まっていた。出土遺物はない。

S K22

Y084～ 086に あって調査区では平面三角形で覆土が平均0.lm程の厚さで広がっていた。調査区北壁で長さ5,35m、

東西幅が3,85mで ある。覆土は全般に浅く、上層に黒褐色土が0.05m堆積し、その下層ににぶい黄褐色土と地山土が

混ざり、0.15mの厚さで覆われていた。出土遺物は土師質土器細片 2点が出土している (第 8図 55)。

S K23(第 6図 )

Y l10にあつてS K16と 重複し、断面の切り合い関係からS K16よ り古く掘 り込まれた土坑である。平面が楕円形

であり、大きさは0.75× 0.6mで、深さが S K16遺構検出面からS K23の底部まで0.55m、 上層の0.05～ 0.25mは SK

16の覆土である。黒色土が上部にあり中間層に灰黄褐色土やにぶい黄褐色土があり、更にO.25mの黒褐色土が堆積し、

最下層の0.07～ 0,10mは箸状木製品 (第 12・ 13図)の多量に含む黒褐色粘質上であった。土坑周囲の土質は荒い砂質

土であった。遺物出土状況は第 6図のように規則性は見られない。土師質皿が 1点出土している (第 8図 60)。

S K26

Y l15にあって、覆土は厚さ0,08～ 0.12mの土坑である。平面は楕円形で0.9m× 0.6mの大きさで、出土遺物はない。

(3)溝 (第 4・ 7図 )

調査区中央を横切る旧河川跡の西側で 1条 と、東側 Y107・ 108と Y l18に 2条を検出している。

S D09(第 7図 )

Y106～ 1071こあり幅6.Omの調査区を南北方向に横切る直線的な溝で、幅0.6m、 深さは0.12～ 0.15mと 北側がわずか

に深くなっている。覆土は黒褐色土と黒色土であり、溝の一部崩れた所に違う土質が混入している。出土遺物はない。

S D24(第 4図 )

Y l18北狽]に位置し調査区外へ続く。長さ0.6m、 幅が0.4～ 0.5mで、深さがわずか0.05mである。出土遺物はない。

S D25(第 7図 )

Y032～ 055に かけ直線的に東西方向に伸びた長さ21.8m、 幅が0.35～ 0.5mの溝であり、深さ0.1～ 0.12mと 浅く東側

にむかい少し深くなっている。溝の覆土は黒色土、黒褐色土が主体であり、所によつて他の土の混入で変化がある。

出土遺物はなく、溝の時期や使用目的は不明である。

(4)旧河川跡 (第 4図 )

遺構ではないが、土層観察より古くから現状と河幅や流れる方向に大きな相違がなく自然に埋没した河川跡である。

調査区内での河幅は東西方向で約25mと 広く、耕作土表面から河底まで最も深いところで1.7m、 平均15mの深さが

あり、表土から下層に黒褐色・黒色土の粘質土やシルト層が互層になって薄く水平堆積している。表土より1lm以

下の層には、葦などの植物の腐植土が0.4m程堆積し、最下層の暗褐色砂質にも微細な植物腐植を含んでいる。その

下層には拳大の大きさの風化した礫が続き河底となっている。
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河跡からの遺物はX288Y059の 表上下0.7mほ どの深さから近世越中瀬戸 (第 8図59)1点が出土した。この頃に

はかなり埋まっていたようである。またX289Y065では植物腐植土層の上約10cmの黒色土から縄文時代晩期前半の深

鉢土器 1点 (第 8図35)が、かなり表面が風化した大型の土器が見つかった。更に8.4m離れたX286Y073の 植物腐

植土層から10cm程上の黒色土中からも縄文時代晩期の条痕文土器が単独に出土し、またX067Y288の同様の黒色土か

ら長さ20cmほ どの割り材加工の木を検出しているが時期は木質の気存状態 (遺物写真図版 2の 3)か ら中世頃であろ

うか。

表 2 掘立柱建物計測表

遺構名 桁行方向
柱間数

桁X梁
規模 m
×桁 (尺 )

柱  問 (m)
平 面 積 棟 方 向

桁 梁

SB01 N-10-W 2× 2 4。 3× 3.8(14尺 ) 2.15 2.15 1.9 1.9 16。 34♂ 東西棟

SB02 N-6-W 1× l 1.9× 1.9(2.05) 1.9(0.3) 1.9 1) 3,94ぜ 東西棟

表 3 上坑計測表
遺構No 調査区 平面形 長さ(m) 幅 (m) 深さ(m) 出 土 遺 物

SK03 X291Yl17 長方形 1.50+ 0。 22

SK04 X291Yl15 方 形 0,69^-0.78 木製品。箸。白磁・土師質皿

SK05 X289Yl12 方 形 木製品・箸。竹・土師質皿

SK06 X287Yl14 円 形 土師質皿

SK07 X287Yl15 楕円形 0。3+

SK08 X287Ylll 円 形 木製品・箸・珠洲

SK10 X288Y106 楕円形

SKll X288Y096～ 098 不定形 1,4^ヤ 2.0 0.5^ヤ 1.0 0。 22

SK12 X288Y103 楕円形

SK13 X292Yl10 不定形 1.2+

SK14 X288Yl15 円 形 0.57 0。 57

SK15 X291Y103 楕円形

SK16 X288Y107～ 111 不定形 1.0-卜0.5 0.22～ 0。 28

SK17 X286Y103～ 104 楕円形 0.65+ 0.52

SK18 X288Y099 楕円形 0。 7+0.25

SK19 X287Y096 楕円形

SK20 X288Y093 楕円形 0.7-卜 0,3 0.22 越中瀬戸皿

SK21 X288Y106 円 形 0.55

SK22 X287～ 112
Y084～086

三角形

SK23 X287Yl10 楕円形 0.75 箸・板・土師質皿

SK26 X290Yl15 楕円形 0,08～ 0。 12

表 4 溝計測表

SD09 X286-292
Y106^ヤ 107

底皿形 6.0+ 0。 12～ 0。 15

SD24 X292Yl18 底皿形 0.4^-0.5

SD25 X284～ 290
Y032-055

底皿形 0。 35～0.5 0.1～ 0。 12
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第 3節  出土遺物 (第 8図 )
(1)縄文時代の土器

35。 36は旧河川跡出土で、35は縄文時代晩期前半の御経塚式土器で胴径30cmの深鉢で、体部がもう少し膨らむ器形

かもしれない。土器の口縁部と底部を欠き、器高30cmが残り、深鉢全体の約 1/4の破片である。文様は上端より平

行沈線を挟んだ細い縄文帯と、体上部に幅 9 cmの平行線と三又文で縦方向の線で縄文施文と無文の細長い区画を組み

合わせた文様で、体部の下半はRLの単節縄文を転がしている。36は、35の南東約8.4m隔 て同じ深さから出土した

縄文晩期の上器である。日唇部は九みをもって外面に少しはみ出すように指先で軽く押さえている。外面には上部を

横方向に、その下を斜め方向の条痕文で器面調整し、内面は横位の条線をわずかに残している。日縁部直径は36cmと

大きく下半が小さくすぼんで底部にいたる。37～42は包含層出土で地山面近くの黒色土から出土している。いずれも

小さな破片であり、37・ 381ま斜め方向に短い沈線と磨消縄文があり、時期はおおまかに後期末頃であろうか。39～42

は縄文のみを転がした破片であり、43が LRの単節縄文を施文している。44は条痕文の破片であり、詳細な時期が不

明である。

(2)弥生時代から古代の土器

45は弥生時代または古墳時代初め頃の甕体部で、外面に刷毛目、内面に箆削りをおこなう。53・ 54は古代の須恵器

で、53は重の上部片、54は無高台の杯底部である。

(3)中世の土器

46～ 52は珠洲である。48・ 49・ 51の 3点がすり鉢であり、48。 49は珠洲編年『吉岡 1994』 のⅡないしⅢ期 (13世

紀)に当たり、48は口縁部の厚さに変化がなく、内面のおろし目も間隔がある。51は内面のおろし目が間隔を空けず

施されⅣ期 (14世紀)以降に下る。46・ 50・ 52は外面にタタキロがある甕片であり、叩き具の間隔が細かく古い様相

がある。47は叩き具の間隔が荒く時期のⅣ～V期 に下る新しいものである。

55～ 57・ 60。 61は土師質血であり、55は九底となるもので、15～ 16世紀にかけての時期である。56・ 57・ 60・ 61は

外面下半に横なでし、底部との境を有段とした14世紀後半にかけてのものである。58の白磁は乳灰白色のもので、日

縁部に茶色のロハゲが巡り、外底面は無釉のもので13世紀代に遡るとみられる。

(4)近世の土器

近世の土器は少ない。59。 62は越中瀬戸であり、59は内底面に菊花文を押しあて3重の沈線が回り、沈線から口縁

部及び外面の上半に緑の釉薬をかけた皿で、16世紀末から17世紀前半の時期にあたる。621よ茶褐色の鉄釉を回縁部中

心にかけた17世紀後半の皿である。この他に越中瀬戸では内外面に糸切痕を有する直径11.8cmで、厚さ1.5cmのサヤ鉢

の蓋がある。また近代の磁器の碗片数点が出土している。

表 5 本調査出土土器一覧
No 出土区 種 類 時 期 No 出土区 種 類 時 期 No 出土区 種 類 時 期

X281Y061 縄文土器 晩期前半 X286Y081 弥生土器 後期? SK22 土師質皿 15C後半

X286Y073 縄文土器 晩期 X285Y072 珠洲・甕 14・ 15C頃 表採 土師質皿 14C後半

X285Y047 縄文土器 後期末 SK05 珠洲・甕 14・ 15C頃 X289Y059 土師質皿 14C後半

X285Y047 縄文土器 後期末 X287Yl18 珠洲・鉢 13後半～14C SK04 白磁 13C

X285Y061 縄文土器 後・晩期 SK06 珠洲・休 4C頃 X287Y056 越中瀬戸皿 16C末～17C前半

X286Y073 縄文土器 後・晩期 X286Y073 珠洲・壷 4・ 15C頃 SK23 土師質皿 14C後半

X286Y062 縄文土器 後・晩期 X286Y058 珠洲・鉢 6C頃 SK06 土師質皿 14後半～15C

X286Y073 縄文土器 後・晩期 X286Y082 珠洲・壷 4・ 15C頃 SK20 越中瀬戸皿 17C後半

X285Y047 縄文土器 後・晩期 X285Y047 須恵器・壺 8C～ 9C

X285Y047 縄文土器 後期? X286Y073 須恵器・杯 8C～ 9C
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(5)中世の木製品 (第 10図～13図 )

建物群の存在する地区に集中し、木製品は土坑 S K04・ 05'08・ 23の 4箇所から出土している。これらの遺構検出

面から底面までの深さが0.66～0,9mと 浅いが、遺構の下部地層は砂質土に達しており、調査時に土坑底面からわずか

な水が浸み出していた。いずれも素掘 りであり井戸側の痕跡を示す側板材が出ていない。しかし遺構の覆土が黒褐色

土粘土であり、浸透水と土質が粘質土だったことが木製品の保存に適していた理由と考えられる。箸状木製品は両端

が細く、中央部が最も太く、本と末の区別がない加工である。長さは16.5～ 24.5cmで木目から杉などの白木を使用し

ている。

S K04(第 10・ 11図 1～ 16)

土坑の中程の深さから底面にかけ、焼けた痕跡をもつ板材が多数出土した。製品では箸状木製品 5本 (1～ 5)、

曲物底板 (6)1枚で直径30cm、 厚さ811mの半月状で欠損部が焼失している。底板 2箇所に留め穴痕がある。 8は直

径10cmほ ど黒色漆器椀の破片である。12は両側が三角形に削られた板材で折敷の底板であろうか。一面に直線の細い

刃物跡が数多く残りまな板として利用されている。10は断面が四角形で焼け焦げた棒状のもので、 7・ 9・ 11・ 14・

15は厚さ5～ 8 olnの焼けた板材であり、13・ 16は割材であるが表面の厚さが均一でなく凹凸で、少し焼け焦 tヂた部分

がある。土器は58(第 8図)の白磁 (13世紀)1点が底部中央から出ている。この他にも焼けて黒くなった細かな板

材や薄い板などと炭化物が多く出土している。

井戸の廃棄に伴い焼け焦げた板材が多く投げ込まれた例は、富山市人町遺跡『鹿島ほか2008』 のD～ G地区で検出

された井戸 S E16が ある。井戸は楕円形をした大きさ1.1× 084mの規模があり、深さが1.46mあ る。井戸の最底面か

らの中世土師器 。漆器・曲物・木製品・石製品が出土している。遺物の中には完全に被熱し炭化した木材も多く存在

する。これらの遺物は井戸の使用後に廃棄されたと考えられている。また竹の筒が出ていて井戸廃絶に伴う祭祀が行

なわれ息抜きのための竹筒であった可能性を示している。土師質皿は油煙が付着し灯火器に使用されており13世紀後

半から14世紀前半の時期とされる。焼けた板材が土坑・井戸に廃

棄される例は少なく目的が不明である。

S K05(第 11図 17～ 20)

素掘 りの大型土坑で、その中程の深さから17～ 20の割れた竹等

の断片 4点が出土した。18の竹表面にはこまかな直線状の刃物傷

が多くついている。19・ 20は竹の出土近くから先端が尖つた箸状

木製品が 2本出土している。

S K23(第 12・ 13図21～ 81)

土坑の底から20cm程上方から底面まで箸状木製品完形70本 と、

長さが 3/4程 を残す20本、それ以下の長さの箸片が52本の合わ

せて142本が混ざって出土した。箸状木製品のほかに板材が 4点出

土している。板材は4点 と少なく、21の板は長さ力Ⅵ3cmで幅5.5∽

の大きさで、最大の厚さが1 0cmで片方が薄くなっている。用途は

不明である。22,23は幅が 2～ 3 cmの厚さ1.Ocmの 短い板である。

箸の両端は細く削り、中央部幅が 5～ 8 mlpで、 6 mlnと 7 nllnが最も

多い。長さは17～ 24cmと 幅はあるが、19～ 21cmの ものが最も多く、

加工が簡単な白木の杉などの針葉樹が用いられている。多くの箸

状木製品と14世紀の土師質皿 1点が出土している。
幅 (mm)

本数
O

長 25

さ

20

ー

8

鳴 :二 i学

1

5

0

セ Ｂ
Ｉ
引
Ｈ
Ｉ
ョ
ー
ー
ー
ー
ー
ー

本
数

-15-

第 9図  S K23箸状木製品の大きさ
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(6)小結

今回の調査地区では、旧河川跡の西側に長さ21.8mの溝 1本のみで時期も不明である。遺跡の中心は旧河川跡より

むしろ東側に存在し、遺物が出土した遺構は限定されるが、遺構の時期は中世後半に属し、掘立柱建物 2、 井戸状の

深さ。規模をもつ断面円筒形の土坑 4(S K06・ 08・ 14・ 23)と 平面方形の土坑 2(S K04・ 05)の二形態が存在し

た。土坑から土器や木製品が出土し、調査区内の所見では建物跡 2棟と少ないが集落の東根Jへの広がりが不明であり

集落規模は確認できない。

中世には各遺跡の調査によって少なからず箸状木製品が井戸や土坑・溝等から出土している。一方多量に出土した

事例もあり、県内では富山市清水堂B遺跡 。南砺市井口城跡や射水市針原東遺跡など数多く、どのような事柄に基づ

くもことなのか不明であるが、一つの遺構から50点余りが出土している。

第 4節 調査 結果か らの ま とめ

(1)箸状木製品について

箸は中国長江以南で、戦国時代 (紀元前403～ 221年)中期の雲南祥雲大波那木帯【銅棺墓より青銅の箸 3本が出てい

る F向井ほか2001』 。この他 5件の記載があり木や竹の箸も用いられている。その後、中国の報告書には湖北省江稜

基楚紀南故城 (前漢、紀元前200～ 紀元 8年 )で も竹筒に竹箸21本が納められ、長さ20cmと 現在の箸と大差がない。

第14図左上は写真を図化にしたもので、紀元前168年の馬王堆 1号漢墓出土品で軟侯夫人の食柔 (食事用膳)であり、

竹製の箸 (右隅)食膳につけられていた。中国・朝鮮には他にも多くの事例が知られている。

日本では、弥生時代に魏志倭人伝で記されたように、高杯に食物を盛り手づかみで食事した様子が記されている。

箸は 7世紀の皇極・斉明天皇の宮・飛鳥板葺宮 (643～ 655年 )から出土した檜の二本組みのものが履古とされる。こ

れは日常の食器でなく祭祀用と考えられ、後の藤原京 (694～ 710年 )でも出土しているが、まだ箸の使用は一般化し

ていない。都で箸が多く見つかるのは奈良時代 (8世紀)の平城宮の築造か改築で参加者の食事用としたもので、お

そらく祭事の際に使い捨てで用いたものとみられている。また東大寺 (馳3年大仏建立の詔、752年 開眼供養)境内か

ら200～ 300本の箸状木製品が出ている。長さは25cm前後と現在と大きな変わりがない。また平城宮跡・京跡の調査で

も8世紀の遺構から図に示したように、各種の遺物といっしよに土坑から箸状木製品が出土している『向井ほか2001』。

平城宮土坑 S K820(750年 頃)や S K217(780年 頃)からの箸状木製品は、使用を具体的に示す資料である『小林ほ

か1972』  『/1ヽサ||ほか1976』  (遺三1)。

富山県では、高岡市麻生谷遺跡の井戸で覆土上面から8世紀後半から9世紀の時期に出ていることが報告されてい

る F山口ほか1997』。この中に須恵器の杯外面に「人長」と記された墨書土器があり、古代北陸道駅の「川人 (合 )」

と関連する遺跡とされている。井戸内への廃絶は9～ 10世紀初めとされ、中から箸状木製品が 2本出土している。更

に古代の高岡市中保B遺跡の遺物集積遺構 S X03か らも箸 3本の出土が報告されている『根津編 2002」 。遺跡から

箸状木製品の出土は、一般化し多く見つかるのは12世紀後半からであり現在に至っている。

箸状木製品の多量出土した例は、中世以降の集落では発掘調査に比べ以外と少なく、祭祀に伴う食器 (中世の土師

質皿)の ような大量廃棄とは異なり、皿と箸の組み合わせでの出土例がない。古代の土坑や井戸・溝等の廃棄に伴う

祭祀 (地の世界のつながりや悪霊の封じ込めを願つて)な どでは特別の意図をもって大量に投げ入れたものと考えら

れる。これまで多くの集落が調査され、井戸・土坑・溝の調査にもかかわらず箸状木製品の出土量も限られているよ

うである。第14～ 16図や表 6に示すように主な出土例が上げられる。土師器碗・皿や漆器椀による食膳具が一般化し

た反面、井戸や土坑や溝などへ大量廃棄することが少ない。

県内では上市町江上B遺跡 (13～ 14世紀)は年代が13～ 15世紀で13世紀後半～14世紀が中心となる。木製品 9割を

占める9,113点が箸状木製品である。遺跡の性格は、名主あるいは百姓の住居と考えられる。この中、木枠施設から
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表
6 
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構
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種
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規
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遺
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箸
状
木
製
品

共
伴
遺
物

文
 
献
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奈
良
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平
城
宮
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城
宮
Ⅲ
)
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50
年
頃
)
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都

方
形
3
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×
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0
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掘
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簡
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奈
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研
究
19
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2
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平
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宮
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年
頃
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宮
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、
深
さ
0.
4m
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8

不
定
形
・
素
掘
り
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土
師
器
・
須
恵
器
・
曲
物

奈
文
研
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92

3
高
岡
市

麻
生
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区
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半
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、

井
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は
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斎
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岡
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5
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喜
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司
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1
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掘
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本
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師
小
皿

¬
了
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・
3

6
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山
市
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区
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1
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井
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板
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本

土
師
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第16図 箸状木製品出上の主な遺構一覧 (近県を中心に)-3

伸びた溝付近から6,807本 と最も多く、次いで遺跡中央に存在するS D037か ら960本が出土している。

南砺市の蛇喰A遺跡井戸 S E03や井口城跡の井戸01、 高岡市麻生谷遺跡 1地区の井戸からは呪符とともに箸状木製

品・食器などが出土しており、井戸廃棄に伴い祭祀に使用されている。また、15世紀後半から16世紀初めの井口城跡

の主郭内では井戸状の機能をもっている土坑、或いは堀・溝各所からまとまった箸状木製品が出土し、遺跡の種類に

よっても多くの箸状木製品が祭祀と生活用具等と共にみつかつている。

石川県穴水町西川島遺跡群では、祭祀遺物と共に箸状木製品を用いた祭祀が行われている。桜町・御館・白山橋遺

跡の各遺跡では祭祀的な行為に伴い、特定の形代などと共に遺構に廃棄されている。桜町遺跡土坑 5号では406点の

箸状木製品と下層から馬形 2点の形代が出土し、土坑上面には箸状木製品が、斎串のように立てられていた。桜町遺

跡の 1号井戸では、方形木組み井戸枠の底部ほぼ中央に珠洲水瓶の注目部に箸状木製品が差し込まれ神霊が籠もる容

器であったことを示していた。また御館遺跡 3号井戸では井戸の下層に鳥形木製品を置き、その下20cmの上層中に箸

状木製品約3,000本 と共に曲物・漆器などが同時に納められてその上部を粘質土が覆つている。

更に白山橋遺跡祭祀遺物埋納遺構では、 6× 3mの長方形の土坑に悪疫災禍を払うミニチュアの獅子頭や人形・舟

凩
風
］
□
　
Θ
］

拳

SD706出土箸状木製品 (500本 )
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形・刀形・矢形・鳥形などを配し、数千本の箸状木製品が古代の斎串のように聖域を設けて全面を覆っていた F四柳

1974・ 1987』。箸が斎串と同じように神聖な役割をもって使用されてと想定される。

また、秋田県井川町洲崎遺跡 (13世紀後半～)では多くの掘立柱建物群と井戸が検出され、溝 (堀 )S D706・ 49

から9,026本 (遺跡全体約9,800本の内、92%に相当)の箸状木製品が出土し、まとまった状態で出土している。

なお、箸の事柄全般にわたって記載された書籍『向井ほか2001』 には、害J箸や漆塗り箸の使用が江戸時代になって

始められたものであり、それ以前は素木を用いている。絵巻物が盛んに描かれた12・ 13世紀の絵巻物にはこの頃に日

本で箸が一般化した様子が描かれている。箸は、常に個人用の膳椀と共に用いられており、箸が椀のような深みのあ

る食器の中の食物をつかみやすいことが、普及につながった。「しかし日常の食事に用いる箸は素木であり1回の食

事に 1度 きり用いられていた。」『向井ほか-297ページー』と記されている。中世に書かれた絵図には箸の使用した

例が多くあるが、箸の大量廃棄を示唆するような絵図は見られない。

中世の集落の調査報告書でも、箸の出土が報告されているが、大量の出土事例は管見では、近県は一覧表のように

限られており、箸の出土量が逆に建物数に比べ少ないことが多く上記の証明が困難であった。供養や薪のように一緒

に燃やすのか、河に流すのか調査では把握できない。今後の調査事例の推移をみながら再考していきたい。 1回 きり

の使用は民族学での「ハレ」や「ケ」の儀式や祭祀など特殊な行事の場合に限られることなのか調査からの検証は難

しいことである。多量の出土例は中世以降の集落では以外と少なく、祭に伴う食器 (土師質皿)の ような大量廃棄と

の組み合わせもなく、土坑や井戸・溝等の廃棄に伴う祭祀など特別の意図をもって大量に投
'デ

入れたものと考えられ

る。

これまで多くの集落が調査されているが、井戸や土坑からの箸状木製品の出土量も限られ (第 14～ 16図や表 6)、

むしろ少数しか出土しない例が大半を占めている。土師器碗・皿や漆椀による食膳具の一般化と合わせ井戸や土坑や

溝などへの大量廃棄は少ない。

なお、箸の使用は16世紀中葉以降の供膳具・土師器椀の形態変化を生じ、また木製食器 (漆器の普及)と廉価な大

量生産される庶民の日常食器と密接な関係を持つていると思われる。

(2)集落について

今回の調査で 2棟の掘立柱建物跡を検出した。柱穴からの遺物出土はないが、周辺遺構の時期が14～ 15世紀である。

S B01は 2× 2間で床面積が16.3♂であり、 S B02は 1× 1間 に張り出しがあり床面積3.9♂ と小規模である。第17図

は舟橋村のこれまで中世集落で調査された掘立柱建物の時期ごとによる床面積の比較である。13世紀 (鎌倉時代)で

は小規模なものはなく、36・ 43・ 45♂の中規模な建物跡と89・ 93・ 117♂の大規模な建物跡であり、集落の外側には

「コ」の字状の溝が巡り、溝内に大型建物・小型建物がセットとなって存在する。次いで14～ 16世紀頃には建物規模

が縮小し柱間や柱並びもばらつきがみられる。14～ 16世紀では、建物の床面積が 4～ 18.5rと 小規模な建物が存在し、

立山町横沢遺跡では16世紀の建物に39ポの建物 1棟があるだけである。

県内の中世集落をまとめた宮田の成果 F宮田1997』 と比較すると、13世紀には小 。中規模建物 2に対し、大規建物

1の害↓合で集落が構成され、集落の外側には「コ」の字状溝の配置がされ舟橋村浦田遺跡の中世集落と共通性がある。

14世紀には小規模な建物が多く、柱の配置や柱並びもばらつきがあり、農民の階層分化が進み15世紀後半以降には集

村化してくるようである。

当遺跡では、調査区の東側に集落が存在し、掘立柱建物の床面積が16.3ポ と3.9だと小規模建物の間隔は3m離れて

いる。桁行がほぼ同方向、柱跡が多数存在することから周辺にまだ建物群が存在していたと推定される。

舟橋村に隣接した富山市水橋清水堂南遺跡では、江戸時代 (17世紀後半～18世紀前半)に 2軒の屋敷地が調査報告

されている『鹿島ほか2000』。各家敷地内の建物規模や遺構配置の様子がよくわかる (第 18図 )。 西側屋敷地は東側屋
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敷地に比べ少 し小型化 している。東偵1には大型の竪穴状遺構 (深さ0.2mで 隅九方形で上端部で2.5m× 3.Omの規模 )

や大型の掘立柱建物があり、いずれも建て替えが行われていて越中瀬戸23点が出土 している。井戸は石組みであった。

東芦原西角堂遺跡でも越中瀬戸が出土 しており、当遺跡から白岩川を挟むわずか北北東2.Okm隔てた遺跡で近世の屋

敷が調査された。今後、舟橋村の遺跡からも江戸時代の遺物が出土し江戸時代の村や屋敷が発見される可能性が予想

される。

注 1 第14図の1.平城宮 S K820か らは木簡1,843点が出土し、完形の木簡が一割で削り屑と木簡の細片8割が占める。中でも紀年木

簡42点の内、天平17～ 19年 までの3年間が最も多く、750年頃を最終とする遺物とされている。このことから土器編年の時期を特定

する基準遺物として全国的に注目されている遺物である。S K820出 土の「越中国能登郡中男作物」の木簡は当時の北陸の様子を伝

える貴重な資料である。能登郡は741～ 757年に越中国に併合されており、越中守大伴家持が能登四郡を巡行するのは748年春である。

先の木簡裏面に天平18年 (746)年号が記された税として考[に収めた荷札木簡である。紀年木簡と同一土坑から出上した箸から者卜で

の8世紀半ばでの使用を具体的に示した例である。

第17図 舟橋村と付近の中世掘立柱建物の床面積

E2方 形竪穴状違構  o 井戸

H掘 立柱建物   C)掴 鉢状土坑

江戸17世紀

中世後期～近世初頭

S=1/2000

富山市水橋清水堂南遺跡

第18図 舟橋村と付近の中近世集落の変遷
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遺構写真図版 1
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1.遺跡遠景 (西から)

2.発掘調査前の状況 (西から) 3.表土掘削後の状況 (西から)

4.調査区西狽1の遺構 (手前 S K22西から) 5.調査区東狽Jの遺構 (S D25東から)
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遺構写真図版 2
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(箸状木製品の出土 )

1. S B01(手 前下 )、 S B02

皇         ∵
(奥上)、 東から

・
ず FT・

1「

肇

3.S K23(木製品取上げ後、

ヽ

耳ヒから)

→k■         二・ 1, '

4.S K04(焼けた木製品出土状況 )

|‐ f .  ´| ||工 |     |  II

S K04(木製品取上げ後、南から)

6.遺構の掘削作業 (東から)

7,実測・測量作業 (東から) 8.旧河川跡の調査状況 (東から)
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遺構写真図版 3

3.掘削後の全景 (西から)

1. 十日1可 )|ID小 (南西から)

2. 十日1可サ|'亦  0種から)
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遺物写真図版 1
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1.縄文土器 (旧河川跡出±1/4) 縄文土器

競餞

5。 土師質土器 (S K06 2/3)

7.越中瀬戸皿 (旧河川肩下層 2/3)

6.土師質土器 (S K23 2/3)

8.越中瀬戸皿 (S K20 2/3)

(1/4) 4.土師質土器 (1/2)

鯵

ヒ
Ｔ
彎

20

10,S K05出土の竹・木製品 (1/3)9.須恵器・珠洲・土師質土器など (1/4)
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遺物写真図版 2

1.木製品 (S K04 1/4)

2.木製品 (S K23 1/4)

23

上

3.旧河川跡 (下層出± 1/4)
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遺物写真図版 3

1.箸状木製品 (S K23 1/2)
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2.箸状木製品 (S K23 1/2)
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1.箸状木製品 (S K23 1/2)
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2.箸状木製品 (S K23 1/2)
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